
水稲の省力技術として、肥料を水
口からかん漑水とともに直接投入す
る“流し込み施肥”が普及している。
水田に入らずに施肥できるため、暑
い時期の追肥作業を省力化できる技
術である。天候や生育に応じた適切
な追肥の実施による高品質安定生産
をめざす施肥法として注目されてい
る。
全農では、この技術を基肥でも使
用できるよう液体肥料「おてがるく
んスーパー」（特許第6999915号）
を開発した（写真１）。これにより、水
稲の流し込み一貫施肥体系を確立し、
被覆肥料の代替施肥技術としても注
目されている。しかし、流し込み施肥は、適切な方法で
行わないと施肥ムラができるおそれがあり、収量や品質
の低下につながってしまう。ここでは、流し込み施肥の
特徴および均一に施肥するためのポイントを紹介する。

流し込み施肥は「真夏に水田に入ることなく追肥をし
たい」「施肥作業時間を短縮したい」「天候を気にせず適
期に追肥をしたい」と考えている方にオススメの技術で
ある。猛暑の夏や降雨中に動力散布機（動散）などを背
負って行う施肥作業は重労働である。流し込み施肥は、天
気を気にせず、水田に入ることなく楽に施肥できること
が大きな特徴である。流し込み施肥を行った場合の単位
面積当たりの作業時間は、慣行の動散を使用した施肥に
比べて80％短縮された結果も得られている（図１）。流
し込み施肥は、肥料を水口にセットするだけで、その後
の作業がないため、同時に複数の水田で施肥することが
できる。
基肥でも使用可能な液肥が開発されたため、流し込み
施肥は「耕うん・代かきなど作業が多い時期の基肥施肥

作業を減らしたい」という方にもオススメである。大規
模経営では、春先に作業が集中するため、作業の都合で
移植のかなり前から施肥することがあり、栽培中の肥料
切れが懸念される。流し込み施肥を導入すれば、移植後
に施肥するなど基肥時期の融通が利くため、作業を分散
させることが可能となる（図２）。流し込み施肥はこんな方にオススメ！

天気を気にせず楽に施肥できる
水稲の流し込み施肥法
技術の特徴と成功のための重要ポイント
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図１　 追肥時における流し込み施肥および慣行施肥（動散）に要し
た 総作業時間

宮城県大崎市の2.2ha圃場で行った試験
作業時間：肥料の運搬、準備、施肥の際に作業を行った時間の総和
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写真１
「おてがるくんスーパー」の

現地実証試験の様子

生産者の２ha圃場で
液肥がムラなく拡散するか試験

液肥はムラなく拡散し、
慣行施肥圃場と同等の生育

基肥おてがるくんスーパー 基肥全面全層施肥
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直播栽培では、流し込み施肥により播種後でも基肥を
施用できるため、水稲の窒素利用時期に合わせた効率的
な施肥が可能となる（図 2）。乾田直播栽培では、播種～
出芽までの乾田期間に、基肥施用の速効性窒素肥料や初
期溶出型被覆尿素が脱窒・流亡しやすくなるため、流し
込み施肥に切り替えることで窒素利用率の向上が期待で
きる。また、流し込み施肥は、水口処理できるフロアブ
ル剤などの除草剤と併用可能なため、除草剤散布と同時
期に流し込み施肥を行うことで、作業がさらに省力化さ
れる。

流し込み施肥が可能な圃場条件は、表１のとおりであ
る。流し込み施肥を成功させるには、不定形な圃場は避
け、田面の均平がとれていて田面水が漏水しない圃場を
選択することが重要である。平坦な水田地域にあって、レ
ーザーレベラーで整地し、畦畔の高さが十分にある圃場
が望ましい。圃場によって水口の数は異なるが、圃場の
面積が大きくなるほど水口の数も多いほうがよく、１ha
の圃場であれば３～4 個程度の水口が適している。中干
し直後で田面に亀裂がある圃場では、肥料が亀裂に流れ
込んでしまうため、均一に施肥することが困難である。そ
の場合は、流し込み施肥開始前に、水深３㎝程度まで田

面水を入れて亀裂を水で満たせば、肥料を均一に拡散さ
せることができる。かん漑水量が不足している圃場でも、
肥料が均一に拡散しないおそれがあるため、水深３㎝程
度で開始して６～７時間後には水深がプラス５㎝程度に
なるような水量を確保できる圃場を選定するとよい。特
に、粒状肥料での流し込み施肥は、かん漑水量を利用し
て溶かしながら流し込むため、水量が十分確保できる圃
場を選ぶ必要がある。

流し込み施肥開始前に、水尻や暗渠水閘をしっかり閉
め切り、田面水が漏水しないようにすることが重要であ
る。畦畔についても事前に点検し、穴や亀裂があれば畦
畔板などで補修しておきたい。そして、前日までに水田
全体の土壌表面が見えなくなるまでかん漑しておくとよ
い（水深３㎝程度が理想）。当日は、水深がプラス５㎝程
度になったことを確認してから水を止め、その後、最低
でも３日間は新たにかん漑せず、自然落水にまかせるこ
とが成功のポイントである。止水している期間に肥料が
田面に均一に拡散して作土層に浸透するため、新たにか
ん漑してかく乱することは避けたい。使用する肥料につ
いて、粒状肥料では水量が多い圃場の選定が必要と述べ
たが、液体肥料では肥料を流し込む時間とかん漑水の流
入時間を合わせることが重要である。

★
流し込み施肥は、施肥ムラが懸念される方法であるが、
流し込み施肥に適した圃場を選び（表１）、成功のポイン
ト（水尻や暗渠水閘を閉める、事前に水田全体の土壌表
面が見えなくなるまでかん漑、プラス５㎝程度までかん
漑し最低３日間は入水しない）をおさえれば成功率を上
げることができる。また、基肥で
も使用可能な液体肥料「おてがる
くんスーパー」については、動画
（二次元バーコード）で使用方法を
紹介しているので、こちらも参考
にしていただきたい。

流し込み施肥が可能な圃場条件は？

流し込み施肥成功のためのポイントは？

表１　流し込み施肥が可能な圃場条件
項目 圃場条件

均平度・水平度
・ 圃場の均平度は±２㎝以内が望ましい。できればレーザーレベ
ラーで整地し代かきした圃場が望ましい。
・田面は、ほぼ水平である。

圃場の形状
・正方形が望ましい。
・ 極端な長方形（例えば、10ｍ×100ｍ）や不定形の圃場は避け
る。

減水深 ・減水深は10～20㎜/日程度。
・３日間は水もちする。

水口・水尻 ・水口は１～４個。１ha圃場では３～４個。
・水尻が締め切れる。

畦畔 ・畦畔の高さは田面から10㎝以上ある。
・畦畔にはネズミやモグラの穴がない。

田面の状態 ・田面には亀裂がない。
・きつめの中干し後の亀裂があっても水深３㎝程度は湛水できる。

水量 ・かん漑時間が６～７時間で田面水深がプラス５㎝程度にできる。
・１ha圃場では毎秒20～30Ｌの水量が確保できる。
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図２　耕うん前施肥から流し込み施肥への切り替えのイメージ（移植・直播）
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